



















































1 位の Val を Phe に置換した FPGVG 配列を作製した。コアセルベーション能を解析し







響を調べた。ここでは、VPGVG配列の 1位の Val を、芳香族アミノ酸 Trp、Tyr にそれ
ぞれ置換した WPGVG 配列及び YPGVG 配列から成る繰り返し配列を合成した。同じ
配列を比較すると、コアセルベーションに対する一般的な知見と同様に、すべての配列
において疎水度の増加に伴いコアセルベーション能も増加した。特に、(WPGVG)3に関
しては僅か 15残基でありながらコアセルベーション能を示した。一方、(YPGVG)5は第
２章で検討した(IPGVG)5 よりも疎水度が低いにも関わらずコアセルベーションを示し
た。このことは、コアセルベーション能が疎水度に加えて芳香環によっても促進される
事を示唆している。一般的な知見に加え、コアセルベーションを促進する別の因子の発
見は、分子設計の上で重要となるだろう。 
第５章では、第３章で開発した(FPGVG)5 について、バイオマテリアル用担体として
の検討を行い、(FPGVG)5がポリマーの代替材料として利用できる可能性が示された。 
最後に第６章を結論とし、ここまでの成果をまとめた。 
本研究では、様々なエラスチン由来ペプチドアナログを設計して系統的な検討を行った。
その結果、コアセルベーションに必要な分子構造、分子サイズ、促進因子など、エラス
チンの弾性機能解明やバイオマテリアル用素材としての設計に関する様々な知見が得
られた。 
